
平成２０年度 論文種類

論文名 ジョウトク建設株式会社

■工事概要
工事名
工事場所
工期

●安全対策の目的・課題

●安全対策の特徴・着眼点
１）　地すべりによる土砂崩壊災害の防止

２）　地すべりなど地山崩壊の初期移動の察知

３）　迅速な避難

４）　緊急時における連絡系統

５）　降雨による掘削法面からの落石防止

●取り組み概要

５）　降雨による掘削法面の侵食で落石の危険性が
　　あるため、掘削法面にブルーシートを設置し侵食
　　防止を図り落石の危険を回避しています。

高所作業　土石流対策　掘削面対策等

砂防土工 1式　吹付法枠工　501m2　抑止ｱﾝｶｰ工　101本
ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工　487m3　仮設工　1式

概要平成１９－２０年度　屋所谷堰堤工事

４）　作業中の観測により異常を発見した場合の連絡
　　系統を確保するため、観測員に拡声器と無線機を
　　携帯させ地山に挙動が現れた場合は、作業員に
　　拡声器で連絡し避難させるとともに、重機の運転
　　手には無線機を使用し避難させるようにしていま
　　す。

１）　掘削作業前に、地質情報など地すべりに起因す
　　ると思われる資料収集を行うとともに、現地踏査
　　を行いクラックなどの位置情報を把握しました。

２）　作業中における地山の挙動を早期に察知し避難
　　を指示するため、ターゲットシートを貼りつけた移
　　動杭を掘削上方に設置し、洸波測距儀による観測
　　を1時間毎に行い、作業前の観測値より1㎝以上の
　　移動が生じた場合は、作業を中断し作業員を避難
　　させ移動量を常時観測し、1時間あたりの移動量
　　に変位が発生していないことを確認した後、現地
　　踏査を行い地山に異常がないことを確認したのち
　　作業を再開するようにしています。

現場代理人：岡田　秀信

３）　掘削作業に着手した時期に避難訓練を新規入場
　　時とは別に実施し、避難に要する時間を計測し緊
　　急時の避難に利用しています。

四国山地砂防事務所

高知県長岡郡本山町屋所地先
平成２０年　３月　１日～平成２１年　２月２０日

　施工箇所の上部山腹は、過去地すべり地に指定され
ており抑止アンカー工の施工完了時までの地山の挙動
を事前に察知し、非常時における作業員の連絡系統を
課題とし、作業員と共に検討し作業中の作業員の安全
を確保する事を目的とする。

No．H20吉上-1
キーワード

法面工事における安全対策について

(写真１）　移動杭設置

(写真２）　避難訓練実施
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法面掘削計画

必要抑止力

掘削時安全率

目標安全率

屋所谷堰堤 法面対策断面図

崩壊

1段階施工部

2段階施工部

3段階施工部

（写真３）　掘削法面養生
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工事名

図面名

年月日

縮尺

会社名

四 国 山 地 砂 防 事 務 所

平成19-20年度 屋所谷堰堤工事

1:100 5図面 番号
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事務所名
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図－1　安定解析断面

図－2　堰堤工正面図


